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平
成
29
年
10
月
16
日
〜
18
日

沖
縄
県
糸
満
市
・
沖
縄
県
那
覇
市

【
常
任
委
員
会
】

【
反
対
討
論
】
高
齢
者
に
さ
ら
に
負
担

を
押
し
つ
け
る
制
度
改
革
と
思
う
の
で

反
対
で
あ
る
。
ま
た
、
番
号
制
度
シ
ス

テ
ム
改
修
委
託
に
つ
い
て
は
、
情
報
漏

え
い
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
実
施

す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
た
め
反
対
で

あ
る
。

【
賛
成
討
論
】
高
齢
化
に
伴
い
介
護
保

険
の
利
用
者
が
増
え
て
お
り
、
支
出
も

増
え
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
改
修
費
に
つ

い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

で
あ
り
、
高
齢
者
の
み
負
担
を
押
し
つ

け
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
介
護
保

険
や
国
民
健
康
保
険
等
の
被
保
険
者
の

利
便
性
向
上
の
た
め
必
要
な
も
の
で
あ

り
賛
成
で
あ
る
。

【
分
科
会
】

（
福
祉
課
）

問
　
障
害
児
通
所
給
付
事
業
の
児
童
発

達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
給

付
に
つ
い
て
、
利
用
者
は
現
在
何
人
く

ら
い
で
、
ど
れ
く
ら
い
増
え
て
い
る
の
か
。

答
　
現
在
の
利
用
者
は
４
３
０
人
で
あ

り
、
平
成
28
年
度
か
ら
53
人
増
え
て
い

る
。

（
高
齢
者
支
援
課
）

問
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
８
月
、
９
月

に
２
名
が
新
た
に
措
置
入
所
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
本
市
で
は
何
人
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答
　
光
進
園
に
２
名
、
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム

に
２
名
、
こ
す
も
す
荘
に
８
名
の
合
計

12
名
入
所
さ
れ
て
い
る
。

（
子
育
て
支
援
課
）

問
　
子
育
て
短
期
入
所
生
活
支
援
事
業

の
利
用
に
つ
い
て
、
市
民
に
対
し
て
の

啓
発
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
記

載
し
、
転
入
の
際
の
配
布
や
窓
口
に
も

備
え
て
い
る
。
児
童
館
で
の
相
談
業
務

の
充
実
や
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
も
活

用
し
相
談
体
制
を
整
え
て
い
く
。

（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）

問
　
国
保
年
金
事
務
費
の
シ
ス
テ
ム
修

正
委
託
１
９
９
万
円
の
具
体
的
内
容
は
。

答
　
年
金
事
務
所
へ
電
子
媒
体
で
報
告

等
を
行
う
た
め
の
改
修
及
び
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
対
象
者
の
判
定
に
必
要

と
な
る
所
得
情
報
等
を
、
日
本
年
金
機

構
へ
継
続
的
に
提
供
す
る
た
め
の
改
修

で
あ
る
。

10
月
16
日

　沖
縄
県
庁

「
待
機
児
童
解
消
の
取
り
組
み
」

　
沖
縄
県
は
、
人
口
増
加
率
が
全
国
で

最
も
高
く
出
生
率
も
非
常
に
高
い
地
域

で
あ
る
。
し
か
し
、
待
機
児
童
数
が
多

い
た
め
、
そ
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組

み
を
急
務
と
捉
え
、
以
下
の
支
援
施
策

を
行
っ
て
い
る
。
①
市
町
村
の
財
政
負

担
へ
の
補
助
②
保
育
士
の
養
成
、
離
職

防
止
等
の
保
育
士
確
保
に
関
す
る
支
援

③
認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
化
へ
の
支

援
及
び
入
所
児
童
の
処
遇
向
上
④
市
町

村
の
執
行
体
制
の
強
化
と
し
て
基
金
の

活
用
。

　
特
に
②
の
潜
在
保
育
士
確
保
に
対
す

る
支
援
な
ど
、
県
独
自
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

10
月
17
日

　沖
縄
県
那
覇
市

「
百
金
食
堂
の
取
り
組
み
」

　
那
覇
市
真
地
団
地
は
世
帯
数
約
１
５

０
０
世
帯
、
人
口
約
４
０
０
０
人
で
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
８
６
０
人
で
あ

る
。
団
地
内
の
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く

り
、
孤
食
の
改
善
を
目
的
に
「
百
金
食

堂
」
が
始
ま
っ
た
。
１
食
１
０
０
円
と

安
価
で
運
営
は
非
常
に
厳
し
く
、
市
の

補
助
金
や
自
治
会
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
食

材
の
仕
入
れ
を
工
夫
す
る
な
ど
、
様
々

な
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
。
本
市
の
自
治

会
に
お
い
て
も
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
交
流

サ
ロ
ン
等
で
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
地
区
が
あ
る
た
め
大
変
参
考
に

な
っ
た
。
ま
た
、
自
治
会
で
買
い
物
支

援
を
行
う
な
ど
、
地
域
包
括
ケ
ア
構
築

へ
の
参
考
と
な
っ
た
。

10
月
17
日

　沖
縄
県
糸
満
市

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

　
糸
満
市
は
、
沖
縄
本
島
の
最
南
端
に

位
置
し
、人
口
約
６
万
人
、面
積
約
46
㎢
、

高
齢
化
率
19
・
２
％
で
あ
る
。
糸
満
市

に
お
け
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
で
は
、
生
活
応
援
隊
の
名
称

で
、
講
座
受
講
者
が
、
掃
除
、
洗
濯
等

の
支
援
を
行
え
る
市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

を
、
月
に
２
回
、
午
前
・
午
後
と
44
地

区
で
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
本
市
に
お
い
て
も
参

考
と
な
っ
た
。

平
成
29
年
度
合
志
市
一
般
会
計
補
正

予
算

平
成
29
年
度
合
志
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

研 

修

委員長
委　員
委　員

副委員長
委　員
委　員

西嶌　隆博　　
濱元幸一郎　　
青山　隆幸

来海　恵子
大住　清昭
濱口　正曉

委員長
委　員

副委員長坂本　武人　　
議長を除く全議員　　

池永　幸生

　
　
　
【
審
議
日
程
】

●
平
成
29
年
12
月
１
日
（
金
）
　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）

質
疑
及
び
分
科
会
（
総
務
分
科
会
、
文

教
経
済
分
科
会
、
健
康
福
祉
分
科
会
）

を
設
置
し
付
託
事
件
の
審
査
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

●
平
成
29
年
12
月
４
日
（
月
）
か
ら
12

月
５
日
（
火
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
各
分
科
会
）
３
分
科
会
に
よ
る
審
査

を
行
っ
た
。

●
平
成
29
年
12
月
８
日
（
金
）
予
算
決

算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）
分
科
会
長

報
告
、
自
由
討
議
に
よ
り
分
科
会
長
報

告
に
対
す
る
質
疑
及
び
総
括
質
疑
事
項

の
選
定
を
行
っ
た
。

●
平
成
29
年
12
月
14
日
（
木
）
予
算
決

算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）

総
括
質
疑
・
討
論
・
表
決

　
　
　
【
総
括
質
疑
】

問

　①
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
事
務
経

費
及
び
寄
付
額
と
住
民
税
控
除
額
の
収

支
差
額
の
推
移
確
認

②
今
後
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
対
す

る
政
策
方
針
及
び
具
体
的
対
策
の
有
無

の
確
認

答
　
寄
付
額
か
ら
経
費
及
び
税
控
除
を

差
し
引
い
た
収
支
差
額
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
91
万
円
、
26
年
度
１
９
０

万
円
、
27
年
度
１
２
６
万
円
、
28
年
度

は
熊
本
地
震
の
影
響
も
あ
り
、
６
６
０

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
県
下
に
お
い
て

は
中
位
を
推
移
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
対
す
る
今
後
の

市
の
基
本
方
針
と
し
て
は
、
財
源
確
保

の
観
点
か
ら
重
要
視
し
て
お
り
、
積
極

的
に
制
度
を
活
用
す
る
方
針
に
変
更
は

な
い
。
具
体
的
に
は
、
28
年
度
か
ら
開

始
し
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の

充
実
が
効
果
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

利
用
料
も
応
分
す
る
の
で
実
績
と
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　問
　
①
当
該
事
業
予
算
化
ま
で
の
背
景

と
経
緯
の
確
認

②
着
想
す
る
具
体
的
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

及
び
市
内
生
産
者
へ
の
還
元
方
策
の
有

無
の
確
認

答
　
本
事
業
は
本
年
７
月
、「
企
業
立

地
推
進
法
」
に
上
乗
せ
改
正
さ
れ
た

「
地
域
未
来
投
資
促
進
法
」
の
施
行
に

伴
う
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し

て
「
株
式
会
社
ビ
タ
ミ
ン
・
カ
ラ
ー
」

が
提
案
し
た
、
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
を
用

い
た
高
次
元
の
農
業
を
域
内
で
事
業
化

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
辻
久
保
地
区
に
建
設
予
定
の

選
果
加
工
場
及
び
農
業
機
器
や
農
業
に

関
係
す
る
企
業
が
入
る
、コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ

ブ
オ
フ
ィ
ス
の
設
備
投
資
に
係
る
費
用

を
次
年
度
支
援
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
市
内
生
産
者
へ
の
還
元
と
し
て
は
、

こ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果
物
（
機
器
・
設

備
、
新
品
種
等
）
に
つ
い
て
、
地
元
農

家
に
対
し
実
証
的
に
提
供
す
る
こ
と
で

生
産
性
の
向
上
や
生
産
課
題
の
解
決
等
、

地
域
農
業
の
発
展
及
び
収
益
増
に
資
す

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
て
い

き
た
い
。

問
　
シ
ス
テ
ム
分
離
で
予
測
さ
れ
る
デ

メ
リ
ッ
ト
へ
の
対
応
策
の
確
認

答
　
今
回
の
補
正
内
容
は
、
４
月
か
ら

始
ま
っ
た
市
立
図
書
館
の
指
定
管
理
の

実
情
に
対
応
す
べ
く
学
校
図
書
シ
ス
テ

ム
の
回
線
を
切
り
分
け
、
委
託
会
社
と

直
接
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
学
校
の

図
書
貸
出
シ
ス
テ
ム
と
他
の
市
立
図
書

館
の
シ
ス
テ
ム
は
当
初
よ
り
別
々
で
、

今
回
の
回
線
切
り
分
け
と
は
何
の
関
連

性
も
な
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
要

因
は
な
い
と
考
え
る
。
今
後
も
こ
れ
ま

で
通
り
図
書
館
と
の
連
携
を
図
り
、
児

童
生
徒
の
学
習
・
読
書
環
境
の
整
備
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・

利
用
者
数
、
給
付
費
の
推
移
及
び
実
態

の
要
因
分
析
の
確
認

②
利
用
者
の
安
全
性
及
び
利
便
性
向
上

を
目
的
と
し
た
官
民
相
互
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
必
要
性
の
有
無
の
確
認

答
　
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
市
内
事

業
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
１
カ

所
で
あ
っ
た
が
、
現
在
20
カ
所
で
市
民

利
用
者
は
、
平
成
24
年
度
１
６
１
名
か

ら
、
現
在
４
３
０
名
、
給
付
費
に
つ
い

て
も
24
年
度
５
，３
０
０
万
円
だ
っ
た
も

の
が
、
29
年
度
決
算
見
込
み
で
４
億
円

程
度
と
急
増
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

事
業
所
増
の
要
因
と
し
て
は
、
子
育
て

世
代
の
転
入
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
病

院
や
特
別
支
援
学
校
等
の
施
設
が
多
数

所
在
し
て
お
り
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
を
育
て
や
す
い
環
境
で
あ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
他
、
設
置
に
関
す
る
県
の

認
可
基
準
は
、
建
物
自
体
に
は
制
約
が

な
く
比
較
的
簡
易
に
開
業
で
き
る
こ
と

が
推
測
で
き
る
。
利
用
者
の
利
便
性
及

び
安
全
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
菊
池

地
域
２
市
２
町
で
構
成
す
る
「
菊
池
圏

域
地
域
自
立
支
援
協
議
会
」
の
「
子
ど

も
部
会
」
で
実
施
し
て
い
る
域
内
指
定

通
所
支
援
事
業
所
間
の
定
期
の
協
議
会

及
び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
に
加
え
、
本

市
独
自
に
お
い
て
も
官
民
相
互
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
つ
い
て
、
現
在
、
鋭

意
準
備
中
に
つ
き
、
整
い
次
第
協
議
を

始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
つ
い
て

ク
マ
モ
ト
未
来
型
農
産
業
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
拠
点
創
出
事
業
に
つ
い
て

図
書
貸
出
シ
ス
テ
ム
更
新
作
業
委
託

に
つ
い
て

児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
給
付
に
つ
い
て
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予算決算常任委員会報告

平
成
29
年
10
月
16
日
〜
18
日

沖
縄
県
糸
満
市
・
沖
縄
県
那
覇
市

【
常
任
委
員
会
】

【
反
対
討
論
】
高
齢
者
に
さ
ら
に
負
担

を
押
し
つ
け
る
制
度
改
革
と
思
う
の
で

反
対
で
あ
る
。
ま
た
、
番
号
制
度
シ
ス

テ
ム
改
修
委
託
に
つ
い
て
は
、
情
報
漏

え
い
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
実
施

す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
た
め
反
対
で

あ
る
。

【
賛
成
討
論
】
高
齢
化
に
伴
い
介
護
保

険
の
利
用
者
が
増
え
て
お
り
、
支
出
も

増
え
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
改
修
費
に
つ

い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

で
あ
り
、
高
齢
者
の
み
負
担
を
押
し
つ

け
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
介
護
保

険
や
国
民
健
康
保
険
等
の
被
保
険
者
の

利
便
性
向
上
の
た
め
必
要
な
も
の
で
あ

り
賛
成
で
あ
る
。

【
分
科
会
】

（
福
祉
課
）

問
　
障
害
児
通
所
給
付
事
業
の
児
童
発

達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
給

付
に
つ
い
て
、
利
用
者
は
現
在
何
人
く

ら
い
で
、
ど
れ
く
ら
い
増
え
て
い
る
の
か
。

答
　
現
在
の
利
用
者
は
４
３
０
人
で
あ

り
、
平
成
28
年
度
か
ら
53
人
増
え
て
い

る
。

（
高
齢
者
支
援
課
）

問
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
８
月
、
９
月

に
２
名
が
新
た
に
措
置
入
所
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
本
市
で
は
何
人
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答
　
光
進
園
に
２
名
、
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム

に
２
名
、
こ
す
も
す
荘
に
８
名
の
合
計

12
名
入
所
さ
れ
て
い
る
。

（
子
育
て
支
援
課
）

問
　
子
育
て
短
期
入
所
生
活
支
援
事
業

の
利
用
に
つ
い
て
、
市
民
に
対
し
て
の

啓
発
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
記

載
し
、
転
入
の
際
の
配
布
や
窓
口
に
も

備
え
て
い
る
。
児
童
館
で
の
相
談
業
務

の
充
実
や
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
も
活

用
し
相
談
体
制
を
整
え
て
い
く
。

（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）

問
　
国
保
年
金
事
務
費
の
シ
ス
テ
ム
修

正
委
託
１
９
９
万
円
の
具
体
的
内
容
は
。

答
　
年
金
事
務
所
へ
電
子
媒
体
で
報
告

等
を
行
う
た
め
の
改
修
及
び
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
対
象
者
の
判
定
に
必
要

と
な
る
所
得
情
報
等
を
、
日
本
年
金
機

構
へ
継
続
的
に
提
供
す
る
た
め
の
改
修

で
あ
る
。

10
月
16
日

　沖
縄
県
庁

「
待
機
児
童
解
消
の
取
り
組
み
」

　
沖
縄
県
は
、
人
口
増
加
率
が
全
国
で

最
も
高
く
出
生
率
も
非
常
に
高
い
地
域

で
あ
る
。
し
か
し
、
待
機
児
童
数
が
多

い
た
め
、
そ
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組

み
を
急
務
と
捉
え
、
以
下
の
支
援
施
策

を
行
っ
て
い
る
。
①
市
町
村
の
財
政
負

担
へ
の
補
助
②
保
育
士
の
養
成
、
離
職

防
止
等
の
保
育
士
確
保
に
関
す
る
支
援

③
認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
化
へ
の
支

援
及
び
入
所
児
童
の
処
遇
向
上
④
市
町

村
の
執
行
体
制
の
強
化
と
し
て
基
金
の

活
用
。

　
特
に
②
の
潜
在
保
育
士
確
保
に
対
す

る
支
援
な
ど
、
県
独
自
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

10
月
17
日

　沖
縄
県
那
覇
市

「
百
金
食
堂
の
取
り
組
み
」

　
那
覇
市
真
地
団
地
は
世
帯
数
約
１
５

０
０
世
帯
、
人
口
約
４
０
０
０
人
で
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
８
６
０
人
で
あ

る
。
団
地
内
の
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く

り
、
孤
食
の
改
善
を
目
的
に
「
百
金
食

堂
」
が
始
ま
っ
た
。
１
食
１
０
０
円
と

安
価
で
運
営
は
非
常
に
厳
し
く
、
市
の

補
助
金
や
自
治
会
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
食

材
の
仕
入
れ
を
工
夫
す
る
な
ど
、
様
々

な
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
。
本
市
の
自
治

会
に
お
い
て
も
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
交
流

サ
ロ
ン
等
で
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
地
区
が
あ
る
た
め
大
変
参
考
に

な
っ
た
。
ま
た
、
自
治
会
で
買
い
物
支

援
を
行
う
な
ど
、
地
域
包
括
ケ
ア
構
築

へ
の
参
考
と
な
っ
た
。

10
月
17
日

　沖
縄
県
糸
満
市

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

　
糸
満
市
は
、
沖
縄
本
島
の
最
南
端
に

位
置
し
、人
口
約
６
万
人
、面
積
約
46
㎢
、

高
齢
化
率
19
・
２
％
で
あ
る
。
糸
満
市

に
お
け
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
で
は
、
生
活
応
援
隊
の
名
称

で
、
講
座
受
講
者
が
、
掃
除
、
洗
濯
等

の
支
援
を
行
え
る
市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

を
、
月
に
２
回
、
午
前
・
午
後
と
44
地

区
で
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
本
市
に
お
い
て
も
参

考
と
な
っ
た
。

平
成
29
年
度
合
志
市
一
般
会
計
補
正

予
算

平
成
29
年
度
合
志
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

研 

修

委員長
委　員
委　員

副委員長
委　員
委　員

西嶌　隆博　　
濱元幸一郎　　
青山　隆幸

来海　恵子
大住　清昭
濱口　正曉

委員長
委　員

副委員長坂本　武人　　
議長を除く全議員　　

池永　幸生

　
　
　
【
審
議
日
程
】

●
平
成
29
年
12
月
１
日
（
金
）
　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）

質
疑
及
び
分
科
会
（
総
務
分
科
会
、
文

教
経
済
分
科
会
、
健
康
福
祉
分
科
会
）

を
設
置
し
付
託
事
件
の
審
査
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

●
平
成
29
年
12
月
４
日
（
月
）
か
ら
12

月
５
日
（
火
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
各
分
科
会
）
３
分
科
会
に
よ
る
審
査

を
行
っ
た
。

●
平
成
29
年
12
月
８
日
（
金
）
予
算
決

算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）
分
科
会
長

報
告
、
自
由
討
議
に
よ
り
分
科
会
長
報

告
に
対
す
る
質
疑
及
び
総
括
質
疑
事
項

の
選
定
を
行
っ
た
。

●
平
成
29
年
12
月
14
日
（
木
）
予
算
決

算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）

総
括
質
疑
・
討
論
・
表
決

　
　
　
【
総
括
質
疑
】

問

　①
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
事
務
経

費
及
び
寄
付
額
と
住
民
税
控
除
額
の
収

支
差
額
の
推
移
確
認

②
今
後
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
対
す

る
政
策
方
針
及
び
具
体
的
対
策
の
有
無

の
確
認

答
　
寄
付
額
か
ら
経
費
及
び
税
控
除
を

差
し
引
い
た
収
支
差
額
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
91
万
円
、
26
年
度
１
９
０

万
円
、
27
年
度
１
２
６
万
円
、
28
年
度

は
熊
本
地
震
の
影
響
も
あ
り
、
６
６
０

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
県
下
に
お
い
て

は
中
位
を
推
移
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
対
す
る
今
後
の

市
の
基
本
方
針
と
し
て
は
、
財
源
確
保

の
観
点
か
ら
重
要
視
し
て
お
り
、
積
極

的
に
制
度
を
活
用
す
る
方
針
に
変
更
は

な
い
。
具
体
的
に
は
、
28
年
度
か
ら
開

始
し
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の

充
実
が
効
果
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

利
用
料
も
応
分
す
る
の
で
実
績
と
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　問
　
①
当
該
事
業
予
算
化
ま
で
の
背
景

と
経
緯
の
確
認

②
着
想
す
る
具
体
的
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

及
び
市
内
生
産
者
へ
の
還
元
方
策
の
有

無
の
確
認

答
　
本
事
業
は
本
年
７
月
、「
企
業
立

地
推
進
法
」
に
上
乗
せ
改
正
さ
れ
た

「
地
域
未
来
投
資
促
進
法
」
の
施
行
に

伴
う
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し

て
「
株
式
会
社
ビ
タ
ミ
ン
・
カ
ラ
ー
」

が
提
案
し
た
、
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
を
用

い
た
高
次
元
の
農
業
を
域
内
で
事
業
化

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
辻
久
保
地
区
に
建
設
予
定
の

選
果
加
工
場
及
び
農
業
機
器
や
農
業
に

関
係
す
る
企
業
が
入
る
、コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ

ブ
オ
フ
ィ
ス
の
設
備
投
資
に
係
る
費
用

を
次
年
度
支
援
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
市
内
生
産
者
へ
の
還
元
と
し
て
は
、

こ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果
物
（
機
器
・
設

備
、
新
品
種
等
）
に
つ
い
て
、
地
元
農

家
に
対
し
実
証
的
に
提
供
す
る
こ
と
で

生
産
性
の
向
上
や
生
産
課
題
の
解
決
等
、

地
域
農
業
の
発
展
及
び
収
益
増
に
資
す

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
て
い

き
た
い
。

問
　
シ
ス
テ
ム
分
離
で
予
測
さ
れ
る
デ

メ
リ
ッ
ト
へ
の
対
応
策
の
確
認

答
　
今
回
の
補
正
内
容
は
、
４
月
か
ら

始
ま
っ
た
市
立
図
書
館
の
指
定
管
理
の

実
情
に
対
応
す
べ
く
学
校
図
書
シ
ス
テ

ム
の
回
線
を
切
り
分
け
、
委
託
会
社
と

直
接
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
学
校
の

図
書
貸
出
シ
ス
テ
ム
と
他
の
市
立
図
書

館
の
シ
ス
テ
ム
は
当
初
よ
り
別
々
で
、

今
回
の
回
線
切
り
分
け
と
は
何
の
関
連

性
も
な
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
要

因
は
な
い
と
考
え
る
。
今
後
も
こ
れ
ま

で
通
り
図
書
館
と
の
連
携
を
図
り
、
児

童
生
徒
の
学
習
・
読
書
環
境
の
整
備
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・

利
用
者
数
、
給
付
費
の
推
移
及
び
実
態

の
要
因
分
析
の
確
認

②
利
用
者
の
安
全
性
及
び
利
便
性
向
上

を
目
的
と
し
た
官
民
相
互
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
必
要
性
の
有
無
の
確
認

答
　
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
市
内
事

業
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
１
カ

所
で
あ
っ
た
が
、
現
在
20
カ
所
で
市
民

利
用
者
は
、
平
成
24
年
度
１
６
１
名
か

ら
、
現
在
４
３
０
名
、
給
付
費
に
つ
い

て
も
24
年
度
５
，３
０
０
万
円
だ
っ
た
も

の
が
、
29
年
度
決
算
見
込
み
で
４
億
円

程
度
と
急
増
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

事
業
所
増
の
要
因
と
し
て
は
、
子
育
て

世
代
の
転
入
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
病

院
や
特
別
支
援
学
校
等
の
施
設
が
多
数

所
在
し
て
お
り
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
を
育
て
や
す
い
環
境
で
あ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
他
、
設
置
に
関
す
る
県
の

認
可
基
準
は
、
建
物
自
体
に
は
制
約
が

な
く
比
較
的
簡
易
に
開
業
で
き
る
こ
と

が
推
測
で
き
る
。
利
用
者
の
利
便
性
及

び
安
全
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
菊
池

地
域
２
市
２
町
で
構
成
す
る
「
菊
池
圏

域
地
域
自
立
支
援
協
議
会
」
の
「
子
ど

も
部
会
」
で
実
施
し
て
い
る
域
内
指
定

通
所
支
援
事
業
所
間
の
定
期
の
協
議
会

及
び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
に
加
え
、
本

市
独
自
に
お
い
て
も
官
民
相
互
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
つ
い
て
、
現
在
、
鋭

意
準
備
中
に
つ
き
、
整
い
次
第
協
議
を

始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
つ
い
て

ク
マ
モ
ト
未
来
型
農
産
業
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
拠
点
創
出
事
業
に
つ
い
て

図
書
貸
出
シ
ス
テ
ム
更
新
作
業
委
託

に
つ
い
て

児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
給
付
に
つ
い
て

合志市議会だより
9 48

合志市議会だより
848


